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漸範廳鱗轤讓嘲に謳彪鰺
新年度がスタートし乍カ月が経ちました。 新たな取り組みに邁進していること
とお察し申し上げます。

一つの波を乗り越える間もなく次の波が頭上に被さり, 変化の大きさは過去に
経験がありません。 ピンチはチャンスという言葉をよく耳にしますが, 今こそ
依存体質から自立体質への変革を, 管理や技術, 創造性のスパイラルアップに
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取り組みたいところです。

現場の問題解決から生産体質の変革が土
台となる, 社員教育へと関心の高まりを
見せ, さらには企業体質や将来計画にわ
たる相談ごとも増えてきています。
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企業体質をいきなり変えるということは
簡単ではありません。 自社の得意技をつ
きつめ工夫を加え, 発想を転換すれば荒
波を乗り切るきっかけになるかもしれま
せん。
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センターは今年度も皆様とともに活動していきます。活気ある鈴鹿に向かって
センターと企業が一体感をもって, 共に頑張りましょう !

7年目の新しいステージに
H 2 4 年4 月以降, 支援活動をよりきめ細かに、 より現実的に実施できるよう
新しい体制で活動を行います。センターの3 次中期年計画の重点施策を紹介い
たします。

企業間の連携促進 ･部会活動の発足で新風を ! ･企業見学会 勉強会開催等

集合研修の拡充 ･管理監督者コース開設 ･専門講座常設化 検討

企業目線で
きめ細かな訪問巡回活動へ

･巡回 ･相談員が現場に訪問します, 困りごと, 悩みごと,
- 関心ごと等 語りかけて下さい。

ものづくり広報紙面刷新 ･新鮮度アップ ニュース性アップ ･企業紹介等

発信者 :センター運営委員会

もづくり



テーマ :プラスチック射出成形の

′｣、ロット品簡易金型の設輻十指導

背 景 :当社の戦略的課題であるプラスチック射出成形の
金型を自社で言蟷十製作･するノウハウを取得したい

目 標 :自社技術になかった射出成形雑≧型言輻性翹商
マスターする

期

標 :自社技術になかった射出成形雑≧型言輻性翹商を▼
一色｣
-
　
　 　

マスターする た へ間 : 2 0↑ 1 年乍乍月 ~ 2 0乍 2 年3月

(H2 4年度も発展継続中) "‐“

内 容 :射出成形雑≧型の構造機能
言輻十の基礎から言輻十完了まで

活動ポイント霜蟷十担当者の進擬尤况をひとつひとつ･▲ “
確認しながら、基礎から言蟷懷実務まで技術指導皇

社長の声 :担当者に言輻十の固楚から金型耆輻十技術 ,
を指導して頂いています。現在細部言輻十中 /

ですが、言蟷十完了後は、金型製作に

なりますので、引き続きご支援

いただきたい。
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iメメ 市内の中小……………字メダ企業の活躍を広

“〆
# < 市民の皆様に知

ノる っていただくため,
^ 市役所一階市民ロビー

メメ に昨年T O月↑了日, オープ
ンいたしました。

蔚三翫翅で 選ま吾 { /下 聞 扇ぎ!‐ゞて
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ガヒーニ ,つ - : メーヤー - -一ご‘=｣‘ ′≠′

/ゞ ℃内容】 【対象】

ノ
メ産学の連携による研究開発の 市内に本社また[
ノテ 強化と市内の製造業の活性化 がある事業者の兼
を図るため, 新商品や新技術
の研究開発に要する経費の-
部を補助します。

　　 　 　

　　　　　　　　
一一- - ‐- えました。

-総合案内担当者に聞くと,
渦展示1 0 0名を超える
方々にこ覧頂いていると
のことでした。 近所にあ
るけどどんな会社か知ら

という方もみ

展示企業随時募集しておりま
市内に本社または主たる事業所ミミ す。 この機会に, 自社の
がある事業者の新商品や新技術 ＼、 P R に挑戦してみませ
の研究開発で, 大学や高専など ＼" んか?
の高等教育機関と共同で行う事 ベミ 問い合わせはも
業や指導を受けて行う事業 も のづくり産業

【補助額】補助対象額の2 分の 1 以内 (5 0 万円以上2 5 0 万円以内) むこ 支援センタ

【申し込み期日1 6 月 1 5 日 (金) ものづくり産業支援センターまで 一まで

【2 1 ｢時端すき,習い洋子自 認ミ弓重奏 転封好事灯-にすま
平成2 4年6月8曰く金) T5時 ~↑8時 鈴鹿市役所本館牟2階す2 0 3会議室 ← ･

テーマ : ｢今後のC FR Pの方向性と岐阜県研究開発財団の取り組みについて(仮題)｣
岐阜県の先進的な取り組みを紹介, 中部圏内における企業間 ･大学間の広域連携の可能性も
含めご講演いただきます お申し込みは産業政策課 産業政策G へ (3 8 2‐9 0 4 5 )

【3 1さ靜世術産室錘罰吉可残すそぎ讓戸雫稲,:畠こぎ尋ね群町
次世代産業育成支援事業補助金 (産業政策課産業政策G 3 8 2‐9 0 4 5 )
指定の分野に関する新たな工業製品, 新技術の研究開発を2社以上の共同開発で行う経費の-
部を補助します。 ただし, い穿れが1社以上の方が平成2 2年以降に鈴鹿市が実施した勉強会
に参加していることが条件です。
補助対象経費の2分の↑,以内(上限TO O万円),
申し込み期間 : 6 月 1 日 ~ 6 月 2 9 日
※詳しくは5 月 5 日号市広報, もしくは5 月 5
以降のH P をご覧ください

年 度
企 業

業 種

支 援

平成23年度
アサヒ化工
株式会社
自動車部品
コネクター製造

中毒SA

【発行】
鈴鹿市 産業振興部産業政策課ものづくり産業支援センター
〒513‐8701 鈴庭師碎申戸一丁目18ネ番18号(別館第三)
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本気 ･やる気で元気なまちづくり J I

現代の荒波を乗り切るポイントは
石の4 つの力をバランスよく保ち,
その上に戦略と戦術を立て,
皆で協力して取り組むことです !

企 業 祭 ご出席ぁりがとぅござぃました !
平成2 4年2 月2 5日〔土) , 代表幹事会社の皆さんが主役になり, ｢活｣ をキーワード-こ企画 ･

推進 ･運営にチャレンジした第二回企業祭は, 予測を上回る2 0 0名を超える方々に来場いただ

き, 盛り上げていただきました。 本当にありがとうございました !

パ寒ル葬イヌ魔ツシ副ン ~先人の知恵に学び 未来に繋ぐ~
初めての試みでしたが, パネラーの皆さんひとり一人の話を聞くことが出来ました。 現在の問題
点 ･これからの課題など, 来場いただいた皆さんにも共感できる話題が沢山ありました。=‐ . --,.

閥き 恥
ら 次

なさ

過去
高度成長期は
今とどう違ったか

｢ 《企業パネラー》
アサヒ化工㈱ 諸岡社長

- ㈱オーヴァーレーシングプロジエクツ
高橋社長

三恵工業㈱ 安田部長
杉野工業㈱ 杉野社長

現在
どのような局面に
立たされているか
--今の困りごとは ?

《センター研修O Bパネラー》
㈱美建 中山さん
㈱マサキナ 眞境名さん
《協力機関パネラー》
鈴鹿工業高等専門学校 峠教授
㈱百五経済研究所 中畑部長
脚三重県産業支援センター 湯湯浅課長

･他企業の仲間
･異業種の仲間
･地域の仲間 -

･ ネットワーク 、
.サプライチェーン-

･先進性
･価格 / スキルU P
･ マーケッ トイン

豊三縦 隊 9好

戦略 ･戦術
　

･著者の
元気力
･経営者と社

連携力 ･人がノ
ノノ霧を匙霧
組み

技術力 -創造力
　

　

- -- -
＼＼.開発
･チャレンジ
･新分野 ･新商品
･グローバル展開

~参加者の声~
･鈴鹿の歴史を知らなかった。
視野が広がった。
･経営者のチャレンジ精神を

頼もしく感じた。
を受けます｣ が
心強く嬉しかった。

･協力機関の ｢相談を受けます｣ が
心強く嬉しかった。

.会場とのコラボが深まれば更に良い。

未来
会社の夢を語る
これからチャレンジ
しこい は ?

◆お知らせ リーダー研修受講生 4月2日から募集します ! !
座学×弓二三言×ダルニラワリ夕×発表= 現場で活躍するリーダーに ! !
管理編/技術編 2 コース 5 月 ~ 7 月 詳細はセンターまでお問い合わせ下さい



に聾』マン ドキュメ ン ト〔夢イツェスト)
㈱マルタシェルサービス

3 名の経営者が語る自身のモットーと経験談 “ こと 田代社

･･ ･ - “^ -‐‐. “ ‐ ‐
多 ■.r総“鱈輯‐ ゑ鰡忍韓変の禁圧窯業.蛋変2種本猾古亢瀘粭ね
一･一駒.鮨茅野韓"隣需要!旧 い キー舸÷

‐皆お汰蒔溺没六あ莇菩あ実朝き壗美懲七尾不
“んなきゾラ 一理〆、琳ルU7ツ錨

･友人に職場の汚さを指摘され, 製品の品質は職場のきれいさが重要であると知りました。
･自分が機関車のごとく走るのではなく, 社員みんなが生き生きと活躍できる会社にすること。
･モットーは, 小さい会社ではあるがやる気のある会社でいたい。
. ｢企業は人なり｣。 後継者育成に取り組んでいる。 ㈱美建･ ｢改め｣ は進歩であり, ｢守り｣ は愛情と知識がいる。 中山社長

これらをバランスよく見極めるのが社長業
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.･苦しい時の友人の助けの大切さを実感した。 ふ訟 --▼ -樛財嬰ず ‐ 辻社長｢、"誤審トキ

　　
　 　

　　　　　　　　
･友人に職場の汚さを指摘され, 製品の品質は職場のきれいさが重要であると知りました。
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,今年
は3へ社

　 　　　　　　
　

　 　　　　　　

　　　　　

　　　 　
　　
　 　 　　

中山社長 二 t -, “

今回は食品関係も参加し~

にぎやかな屋台村に
なりました !

為転覆痴
話藍

　 　　　 　　　　 　

　　　
　　　　　　を、豊艶! なりました ! = &コ

ーき!.自社の製品をアピールできる空間となり,

嬬鰍 難聽溝茶菓子を片手‘こ' 大内田
穀長瀦

日頃なかなかお逢いして話をするチャンスが
少ない企業の担当者同志の情報交換の場となりました。
新たな出逢いが生まれ,
多くの人と人との繋がりが活力となっていくのだと
あらためて感じさせられました。

4･鈴鹿市の中小企業を目で知る絶好の機会にもなり,
･肩と肩が触れ合い, 自然に言葉を掛け合う空間となり,
･フェイス ･ トゥ ･フェイスの語らいが見られ, 活気づきました。

㈱オーテック鈴鹿

マメまさに
(協賛のお礼)
祭り当日, 多くの企業の皆さまから,
サロンにご協賛を頂戴しました。
この場をおかりして御礼申し上げます。

- ● - " 曾 - @ ◎◎噂二一● " 雷一一一 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 曾攣 - - - - - - - - " " ⑧◎三国

幅長魔い遜つ 企業祭を振り返って
皆さんで盛り上げて頂き有難うございました。

村 長、
㈱岩間化学

3つの会場とも交流が活動的で元気をもらうことができたとの声を聞くと,
者間社長

本当にやってよかったと思います。
幹事会社の一員として祭りを中から見て学んだことは, 企画, 準備, 段取りを ~" "

　スピード感をもって, ゼロベース予算の考えで推進されたことです。
アナログ感あふれる, 手作りの祭りを見る事ができたのが強烈こ印象的でした。 辱者
次回は一人でも多くの若者が参加できるよう取り計らっていただきたいものです。
我が社はすでに著者の手が挙がっています。
◇東日本大震災義援金協力の呼びかけ結果◇
2 4 , 2 3 9 円 募金いただきました。
平成2 4 年2 月 2 7 日 鈴鹿市生活支援課を通じ
日本赤十字社宛てに寄付をいたしました。
ここに謹んでご報告申し上げます。
皆さまのご協力, ありがとうございました。

潴

【発行】
鈴鹿市 産業振興部産業政策課ものづくり産業支援センター
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琶錦轉而も づ《働く嚢躍壁

活動事例報告 (ZO08‐02 )

ワラ刷毛 (ハケ) の内製化
内製化に成功
不具合も改善

型紙づくりワラ刷毛作りのアド川イス
(受付番号 :2 0 0 8‐乍9 )

- 資料2 -

実践。

孃讓孃 型紙の製造販売

テーマ : 伊勢型紙用の刷毛(ハケ)の内製化

従来の刷毛メーカーで生産中止、 調達不可能となり
自社での早急な内製化が必要となった。

/ 材料調達 /
･鈴鹿市秋永町
岩崎農園
･稲ワラの選定
5種類の中から
｢絹ひかり｣ に決定

*結束治具を開発、タコ糸を使いトックリ結びを
方力掛けで締め付ける法案とした

/ 刷毛の製作 /

　　　
結束

標準化
- ““ / 準 /

作り方ノウハウを　　　　　　標準マニュアル化

鱸鬘癈盪 ①型紙用刷毛の内製化が可能になったと同時‘こ従来品
の問題点が解決できた。
②地元農工連携によるものづくりで伝統産業の道具
づくりへ貢献。

企業T O P コメント
今回支援いただき伝統産業を守ることができました、 ものづくり
に対する考えを今までとは違った視点で学ぶことができました、
これからもよろしくお願いします。

産業政策課



虹N F◎ M A 同◎N □饒鹿市ものづく捌く妻躍窒

活動事例報告 (ZO08‐03 )

機械化による作業効率アップ
生産性 1 0 倍
要員削減1名

榊孃嶬讓 手作業から機械化にすることで
生産効率を向上させ作業要員を2 名から乍名に削減。
(受付番号 : 2 0 0 8 一0 2 9 )

讓鬘讓讓 自動車用内装部品加ェ (プレス ･縫製 ･接着)

テーマ : リベット穴あげ工程の生産効率アップ

群)榊淺壤癈朧“
浮賎新機種立ち上げに伴い、 今後増産が見込まれるため
じ手作業から機械化による生産効率アップと同時に
要員削減が必須と判断する。

/ 構想段階 / 目標達成
･生産性 1 0 倍
･要員削減乍名

乙 製作試作段階 /
量産化

･企業
量産化う台具メーカー

･ s A ･穴あげ加ェ機の製作 (半自動)

囮螺賂爾覇3 者での構想 ･製品の試作加エ (治具の微調整) R
! .毛妻響
翳

打ち合わせ ･エアーシリンダーとフットスイッチ化 直 し # - - -
による自動化 ‐ 寧し

.自動運転による量産性確認 ;･、 ▼

孃嚢嚢 難識ヲ塾饉筬産‘こより、生産性↑0倍

企業T O P コメント

構想段階から量産化まで支援いただき、 当初目標の生産性アップ
と要員削減を達成、 品質面でも自動化による安定化が図れました、
今後もお世話になろうと思っています、 ありがとうございました。

一一一一一………………………………………………………………産業政策課



琶錦臨市もの教 職 (嚢撥室

活動事例報告 (200 9‐0 ')

M - E M S の取得
(みえ ･環境マネヅメソトツステム･スタソダ‐ド)

呟三ですら̂ゞ‐〕..}、‐‐̂レア心さY‘“あさぎら宅聡ふ式辞凄

露嫌淺褻終皺議 経費的に負担の大きいIS O に替わる
環境マネジメントシステムの取得。 (又付番号 : 2 0 0 9‐0乍3 )

孃讓簾礬 マシニングセンタ‐中州こ発電用モ‐夕‐等･メ又 名 、 、 - 〆‐-6 0 0 ~ 鶴牟o o m m 径の機械加工を主に行っています。

テーマ : M 一E M S の認証取得支援

/ 準備段階 /

①活動組織づくり
②環境項目の抽出
③環境宣言作成
④環境改善計画作成
⑤環境マネジメント
マニュアル作成

/ 実施段階 /
⑥環境改善計画と
マニュアルに基づき
計画を実施する
(3ケ月間)
⑦最高責任者の評価

Z受審段階 メ
⑧審査登録申
◎実地審査書

讓讓讓讓 省ェネ化 (電気使用量等の見ぇる化)と業　　　　
　

　 　 　　 　 　ができた又従業員間のコミニュケーションも活発化
組織の活性化にも役立った。

企業T O P コメント

初めての試みなので、 S Aさんにアドバイスを頂きな
S T E P をひとつ穿つクリヤーして無事認証取得がで
今後も維持改善を続けていきますのでご支援をお願い


